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初級日本語教室のタスク活動における
　　　　ZPD内発達と足場作りの変化

洪　在賢

1．はじめに

　インタラクションは、L2発達における重要な要

因の一つとして認識されてきた。従来の研究では、

インプットの性質、意味交渉の戦略など、主に言語

問題に焦点が当てられている。ところが最近学習者

と教師（あるいは母語話者）・学習者同士の談話を

性格づける社会的関係を考察する必要があるという

指摘がなされている。本研究は初級日本語教室で行

われるタスク活動において、その社会的なインタラ

クションがどのように日本語発達を導くかを明らか

にすることを目指す。分析に際しては、特にタスク

解決への支援に焦点を当て質的分析を行う。

2．理論的背景

　①社会文化理論：タスク活動に参加して他者と

インタラクションを行うことがL2発達にどのよう

な役割をするか。発達の起源を社会的な関係に求め

る社会文化理論によると、人間の高等精神機能は、

文化活動に参加し他者（熟練者）とのインタラクシ

ョンを通して先ず精神問機能として現れる
（Vygotsky　l　986）。その精神間機能が学習者（初歩

者）に内在化されることで発達が起こるとされる。

　②発達の最近接領域：Vygotsky（1986）は①の内

容に関連して2つの発達レベルを想定した。第1レ

ベルは問題解決場面で学習者が自力で解決できる実

際の発達レベルであり、第2レベルは熟練者の援助

を受けて到達できる潜在的発達レベルである。第1

のレベルから第2のレベルまでの領域が「発達の最

近接領域（以下ZPD）」である。このZPDによっ

て既に発達された機能だけでなく、現在発達中の機

能も観察・説明できる。また、ZPDは問題解決へ

の他者統制段階から自己統制段階への移動を通して

確認できるが（Wertsch　1979）、よって発達における

他者の役割が説明できる。

　③足場作り（scaffoling）：ZPD内発達を導く他者

統制っまり他者の支援の一種。学習者のタスク参加

を助け、タスク解決を維持させ、解決のためのヒン

トを与えるなど、自己統制までの足場を作る。学習

者がタスクを自己統制できるようになるにつれ、

段々その足場を退き、最後にはタスク解決の責任を

学習者に渡して支援をやめる（Bruner・1986）。

3．先行研究

　初級の日本語教室を分析した研究のOhta（1995、

2000）は、学習者同士の足場作りの可能性を明らか

にした。一方Alj　aafreh　and　Lantolf（1994）、Ohta

（1995、2000）は学習者の発達によって足場作りの

度合いが変わることを明らかにし、学習者の発達段

階に高度に合わせられた足場作りがL2発達を導く

と述べる。ところが、これらの先行研究では、学習

者のZPD内発達段階を体系的に分析しておらず、

足場作りとの関係も明らかではない。また、タスク

活動を対象にしながら、言語問題への足場作りだけ

を扱っており、活動の他の局面で行われる足場作り

が目標項目（L2）のZPD内発達をどのように導く

かについて言及されていない。

4．研究課題

　課題1：ZPD内発達段階によって足場作りの諸局

　　　　　面はどのような分布を表すか。

　課題2：ZPD内発達段階によって各局面の足場作

　　　　　りの度合いはどのように変化するか。

5．研究方法

5，1データ

　調査の対象は学習者4人（中国男性（R、M）、

韓国女性（H、S））に行った実際の日本語授業であ

る。2003年6・7月に、『SitUational　Functional

Japanese　VbL2，3』をテキストに周4回行われた。毎

回の授業をビデオやレコーダで録画・録音し文字化
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した。本研究の分析対象になったのは、「やりもら

い文とその敬語」や「形容詞の契機のて形」に関す

る一斉授業が終り、文型定着のために行われた「文

型練習タスク」である。前者は学習者が教師か学生

かの一人になる「役割分担タスク」、後者は一人の

学習者が顔の部位を形容し、他の学習者が該当絵カ

ードを早取りする「ゲームタスク」であった。

5．2分析方法

①ZPD内発達段階
　本研究は「他者統制から自己統制への移動」を

①ZPD構築、②他者統制、③他者統制（責任）、④

他者統制から自己統制へ、⑤自己統制、にさらに細

かく分けたAljaafredh，＆Lantolf（1994）の「ZPD内

発達段階」を用いる（①から④までが他者統制）。

②　足場作り

　足場作りの諸局面を考察するために、洪（投稿

中）で明らかにした「足場作りの統合的な枠組み」

（表5．1）を用いて発話をコーディング・分析。以

下、諸局面のく活動管理〉はく活動〉、〈タスク解

決〉はくタスク〉、〈言語問題〉はく言語〉と略記

する。

局面 機能 方法 E 例と説明
待つ 0 （足場作りを提供せず、待ってやる）

1 「はい」、　「はい、次」、　「もう一回」、　「～さん」　（名前を呼ぶ）

活動開始のキュー 2 「‘ください‘を使って」　（具体的な指示）活重b

ﾇ理
活動を開始・終
ｹ・再開するな
ﾇ、管理をする

3 「私がMさんに」、　「髪が！」　（最初の部分を提示）
1 「はい」，「はい、いいですね」、　「そうそうそう」

活動終了のキュー 2 「そうそうそう、もらいました」　（学習者の解決をリピート）

そ寺つ 0 （足場作りを提供せず、待ってやる）

イ足しのキュー一
1 「S：みじかく、て　T：ん、みじかくて」　（学習者の解決をリピート

2 「で？」　（「つづけて」の意味を持つ言葉や行動をする）
タス
N角翠

タスクを最後ま
ﾅ解決できるよ
､に、　タスクの
v所要所で、学
K者を押しあげ
驕B　または、　タ
Xクのやり方を
ｳえる。

共1司構築 3 「S：かみが、T：うすくて」　（下位問題の一部を共同構築する）

問題の指摘（タスク） 2－3
　　生？」、　を」　タスクのやり　に問題があること、抜けた部分
ｪ凌　　ことオ　ど　　昌

説明　（タスク） 4 「わかりません、三つ言いましょう」　（タスクのやり方を説明）

待つ 0 （足場作りを提供せず、待ってやる）

ブイードバツク 1 　うん」、　はい」、　　リピート）」（誤りに対　る子習　の　己1
ｳ£正　い”　　フ　ー“バ・ク言言吾

竭
言語の誤りを修
ｳする 指摘　（タスク） 2 「ん？」、　「（リピート）？」　（誤りがあることを気づかせる）

イ彦正 3 （誤りを直接修正してやる）
説明（言語） 4 （言語の意味・規則を説明する）

表5．1 足場作りの局面・機能・方法の統合的な枠組み
E；最も暗示的な方法（0）から最も明示的な方法（4）までの度合い。オオタ（2001）を基に足場作りがどのくらい多くの情報を学習者
に提供したかによって決めた。S二学習者丁；教師？：上昇イントネーション

6。結果と考察

6．1ZPD内発達段階と足場作りの諸局面

6．1．1学習者のZPD内発達段階

　タスクの下位目標を一つのユニットに、学習者

全員のZPD内発達段階を考察した。表6．1は、そ

のまとめである。学習者はタスクのルールに従わず、

実際の会話を試みたり、冗談を言ったり、目標項目

以外の表現を試みたりしながら、活動を変容するこ

とがあった。その変容を除いて、学習者たちの

ZPD内発達段階を分析した結果、同じクラスの学

習者であっても、タスク活動の全体にわたって、互

いにZPD内発達段階が異なることが分かった。

6．1．2ZPD内発達段階と足場作りの諸局面

　6．1．1で明らかになった学習者たちのZPD内発達

段階を基に、各段階においてどの局面の足場作りが

行われているかを考察した（表62）。中断されたり

した。〈活動〉局面の足場作りは、〈タスク〉やく

言語〉局面の足場作りが円滑に行われるためのべ一

下位目標　形容詞の契機のて形

回　　　轡習　　　R　　　　H　　　　M

一回 ⑤ ② ②

2回 変容 ⑤ ②

3回 ⑤ ⑤ ④

4回 ⑤ ⑤ ⑤

下位目標　くれる文　　もらう文　　　あげる文

回　習［亜］回：豆工］R　SM
　練習　⑤④①②⑤①⑤④・
　1回　変容・②⑤変容②変容変容③
　2回　⑤④④⑤⑤④変容⑤④
表6．1タスク活動における学習者のZPD内発達段階

①：ZPD構築段階、②：他者銃制段階、③：他者統制（責任）の

段階、④：他者統制から自己統制への段階、⑤：自己統制の

段階、変容：タスクのルールを従っていない、・：タスクを行って

いない。

スになると言えよう。そして、他者統制の段階で専

らくタスク〉局面の足場作りが行われることからも

分かるように、言語問題以前にタスク解決への支援

が大事である。タスク解決の結果算出される言語に
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ZPD内発達段階　　　　　　足場作りの局面

①ZPD構築 活動 タスク 言語

②他者統制 活動 タスク

③他者（責任） 活動 タスク 言語

④他者統制から自己統制 活動 （タスノ 言語

⑤自己統制 活動

表6．　2各ZPD内発達段階で行われる足場作りの局

活動：〈活動管理〉局面、タスク：〈タスク解
決〉局面、言語：〈言語問題〉局面、　（
）：その局面の足場作りが不在する場合があ
る。

ついてその適切さが問われるのであり、その時く言

語〉局面の足場作りが行われるのである。

6．2ZPD内発達段階と足場作りの度合い

　足場作りは言語問題だけではなく、活動管理や

タスク解決に対しても多くなされる。〈活動〉局面

の足場作りが円滑でないと、足場作りを与える側と

与えられる学習者の間に混乱が生じ、タスク活動が

　ZPD内発達がもっとも明らかである学習者Mの

活動を中心に考察する。

①〈活動〉局面

　例（1）から（3）は、「やりもらいタスク」の下位目標

である「くれる文」におけるMの活動例である。

例（1）でMのZPD内発達段階は「ZPD構築」であ

る。教師は、「じゃ、Rさんは、　Mさんに」（L60）

と「度合い3」の最も明示的な足場作りを行う（以

下度合いは表5．1を参考）。例（2）で、熟練者である

学習者Rは、「もう一回」（Ll61）と足場を作る。

ところが、まだ「他者統制の段階」であるMは何

をすればいいか分からず、ただ笑うだけである

（L162）。そこでRは「もう一回、くださいを使っ

て」（Ll66）と「度合い2」の足場作りを与える。

例（3）の最後のタスクでMは「他者統制から自己統

制の段階」に達しており、〈活動〉局面の足場作り

がなくても、自ら活動を開始することができる。

②〈タスク〉局面

　例（4）から例（6）は、「形容詞て形のタスク」におけ

るMの活動である。「他者（責任）」の段階である

例（4）では、「共同構築」という「度合い3」の足場

作りが行われるが、「他者統制から自己統制例」の

段階になる例（5）では、より暗示的な方法である

「促し」が与えられる。さらに「自己統制」に至る

例（6）では、〈タスク〉局面の足場作りが無くても、

Mは自らタスクを解決できる。

例（1）練習タスク：「ZPD構築」の段階

60T；じゃ、　Rさんは、　Mさんに！。　　　　　　「活動開始」＜活動＞

U1M：Rさんは一、私に！、私に（2）、

例（2）2回目のタスク：他統制」の段階

161R：もう一回、こ、これ。（黒板を指して）　　「活動開始」＜活動＞

P62M：（笑い）。

P63T：うん。

P64R：あ、そう、ください（黒板をさして）。　　「活動開始」〈活動＞

P65M：くださいました（笑い）。

P66R：もう一回、くださいを使って。　　　　　　「活動開始」＜活動＞

P6フM：あ一、先生一、　（黒板を見ながら）

P68R：は、が1。　　　　　　　　　　　　　「共同構簗」〈タスク〉

例（3＞　3回目のタスク：　他者統制から自己統制」の段階

250M：う、　Rさんは、私はに、

Q51s：私。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「修正」〈言語＞

Q52R：私に！。　　　　　　　　　　　　　　　　　　「修正」〈言語＞

Q53M：私に、本が、

やりもらいのタスク」におけるMの活動：くれる文」

T：教師、R、　S：足場作リを与える学習者、M：学習主体、

〈〉：足場作りの局面

「」：足場作りの方法、

167M：どでも、みつかしくて、

168　T：うん、みじかくて。　「修正」〈言語〉，

169M：みじかくて、

170　T：で？。　「促し」＜タスク＞

171M：まゆ／け、　　／／まゆげが！、

W2T：　　　　　　　　「修正」〈言語〉，

173H：　　　　　／／まゆげが！ふとい。

174M：ふとい。

175T：ふとい。

176H：／くて！。

177M：／くて！、

179M：め／が

180H：　／おおき、めが

181T：あ、いいですね。

「共同構築」〈タスク〉

「共同構築」〈タスク〉

め／が、おおきい、です。

／おおきいです。　「共同構築」〈タスク〉

　　　　　　　　「活動終了」〈活動〉

276T：じゃ、次、　Mさん。　　　　　　　　「活動開始」＜活動＞

277M：うむ（T：うん）　かみが、ながい、ながくて（T：うん）

　　はなが（2）、　　　「待つ」　　「フィードバック」〈言語＞

278R：はなが。　　　　　　　　　　　　　「促し」＜タスク＞

279M：おおきくて、　（T：うん）　（4）まゆけ（つぶやく）

　　まゆけ、　（2）　　「待つ」　「フィードバック」＜言語＞

280T：うん、まゆげが！。　　「促し」　「共同構築」〈タスク〉

28tM：まゆけが、ほそ、い、です。

282T：うん。　「フイードバツク」〈言語〉、

343T：じゃ、っぎ、　Mさん。　　　　　　　「活動開始」＜活動＞

344M：か、かみが、ながくて、まゆ一げ、が、ほそ、ほそくて、　（1）

　　　う、めが、ちいさくて、はなが、おおきくて、くちが、ちいさ

　　　い？、くて、みみが、みみも、ちいさいです。　「待つ」〈言語＞

345T：はい、いいですね。　　　　　　　　「活動終了」〈活動〉

「形容詞のて形のタスク」におけるMの活動

T；教師、R、H：足場作りを与える学習者、M：学習主体、「」：足場作りの方法、

〈〉：足場作りの局面

③〈言語〉局面

　同じ例（4）から例（6）では、〈言語〉局面の足場作

りの度合いの変化も見ることができる。例（4）では、

「修正」といった「度合い3」の足場作りがなされ

るが、例（5）になると、「待っ」や「フィードバッ

ク」といったより暗示的な足場作りが行われる。そ
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れから、「自己統制」の段階になる例（6）では、Mの

発話に言語問題が起こっても、M自ら修正するこ

とを「待つ」だけで、足場作りは与えられない。

　以上のように、タスク活動における諸局面の足

場作りは、学習者のZPD内発達段階が高くなるに

したがって、より明示的な方法からより暗示的な方

法へと、その足場作りの度合いが変わっていた。先

行研究（Alj　aafredh＆Lantolf　1994，0hta　2000）は、

〈言語〉局面の足場作りの度合いの変化を述べてい

る。本研究では、〈言語〉局面だけではなく、〈活

動〉やくタスク〉局面においても足場作りの度合い

が変化することを明らかにした。この結果はタスク

活動を減ることによって目標項目の発達が成功理に

起こるためには、活動管理やタスク解決という問題

に対しても、学習者のZPD内発達に敏感に応じな

がら、足場作りが与えられる必要があることを示唆

する。

7．まとめと今後の課題

　タスク活動における学習者のZPD内発達段階と

足場作りの関係を明らかにした。足場作りは、先ず

く活動管理〉の局面で学習者が活動に参加すること

を誘導する。この足場作りによって学習者はタスク

解決に取り組むことができる。L2言語習得で最も

注目されてきた言語問題への支援は、活動が円滑に

管理され、タスク解決ができるようになってからこ

そ意味を持っていた。すなわち、タスク活動におけ

る言語発達は、3つの諸局面の足場作りが互いに連

動することによってなされるといえる。

　本研究の対象になった授業は小さい規模であっ

た。普通の日本語教室における授業を分析する必要

がある。また、学習レベルとタスクの種類による違

い、足場作りを妨げる要因についても研究を進めて

いきたい。
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稿末資料1　〈例文に使われた文字化表記〉

　　　　　／、〃：　上のターン発話と重なる

　　　　　、　：　語を一つ一つ区切って発話する、あるいは、発話途中である

　　　　　。　：　発話終了

　　　　　（数字）：括弧の中に休止の時間を表示

　　　　　？　：　質問、反問

　　　　　！　：　強調のために、上昇イントネーションで発話

　　　　　（　）：　非言語行動の説明

　　　　　（イニシャル：うん、はい）：　学習主体の発話途中に行われる他者の発話
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